
水稲品種「はえぬき」

1．ねらい
はえぬきの基肥量や追肥時期の違いによ
る収量・品質・食味に及ぼす影響を明らか
にし、高品質安定生産のための目標収量・
収量構成要素と刈り取り適期を検討し普及
上の資料とする。

2．試験方法
（1）試験場所：親地試験（本荘市）

秋田農試（雄和町）
（2）供試品種：はえぬき
（3）試験区および耕種概要・
現地試験では、2000年に基肥窒素量
（0，0．4，0．6，0．8kか）と追肥時期（首分期、
幼形期、減分期、出穂期）をかえて（表1）、
2001年に栽植密度（釦，70株／坪）と基肥窒素
量（0．6，0．8k釘a）を組み合わせて行った。
秋田農試では、2001年に刈り取り適期
判定のため、移植日5月16日と6月1日

の2区で試験した（基肥窒素量0．5k釘a、
幼形期追肥窒素量0．2k釘a、栽植密度70株／
坪）。
目標収量・収量構成要素については、上
記2カ年の試験結果を総合して検討した。

3．結果及び考察
（1）基肥窒素量と収量・品質
基肥窒素量は、0．4kg／aでは収量が低く、
0．8kg／aでは生育過剰になり有効茎歩合が
低く、玄米外観品質が劣った。0．6kg／aが
収量性・品質面から適当であった（表1、デ
ータ一部省略）。
（2）追肥時期と品質・食味
追肥時期は、幼穂形成期で玄米外観品質
が良く、玄米蛋白質含有率が低く、食味試
験結果も良好であった（表1）。
（2）目標収量と収量構成要素

収量は56kg／aで玄米外観品質が良く、
60k釘a以上になると玄米外観品質が低下し
た（図1）。収量が56kかの時の総籾数は26
～28千／m2で、28千血2以上になると登
熱歩合が低下した（図2，3）。したがって、
総籾数は26～28千舟12が適当で、千粒重

を22．8g、登熱歩合を90％とした場合に目
標収量55k釘aが達成される。

の高品質安定生産技術

柴田智・佐藤馨・田口光雄

総籾数26～28千血2を確保するために
必要な穂数は400本血2で、この時の時期
別の茎数は、最高分げっ期茎数で570本山1
2、幼穂形成期茎数で550本山12、減数分

裂期茎数で490本／m2である（図4，5）。
（3）刈り取り時期の判定
刈り取り適期は、膏米と胴割れ米の比率
と玄米外観品質から、出穂後の積算気温で
950～10500C頃である（図6）。しかし、
出穂時期が遅い場合は、豊熟歩合や収量が
低下し、青米・未熟粒の混入や充実度不足
による品質の低下が懸念される。

4．まとめ

（1）基肥量は、「あきたこまち」、「ひとめ
ぼれ」並の0．5～0．7k釘aとする。追肥は生
育状況を見ながら判断するが、幼穂形成期
に窒素成分で0．2短／aを基本とする。追肥
時期が遅くなると、玄米蛋白質含有率が高
まり食味に悪影響を及ぼすので、適期を逃
さないように注意する。
（2）はえぬきの高品質安定生産のための目
標収量とその収量構成要素は次のとおりで
ある。
（D目標収量

・56kか
②目標収量構成要素
・総籾数26～28千血2
・穂数400本血12
・豊熟歩合卯％

・千粒重22．8g
③時期別目標茎数
・最高分げっ期570本／m2
・幼穂形成期　550本／m2
・減数分裂期490本／m2
（3）刈り取り適期
・出穂後の積算気温で950～10500C頃
・登熱期間が高温で推移した場合は、
卯0～10000C頃に早まる。

（4）作付地域
ササニシキより出穂期が遅いので、出穂
後の登熟積算気温が充分確保できる本荘・
由利地域の平坦部を中心とする。
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注1）晶賞 1（上の上）～9（下の下）までの9段
幻玄米葉白質含有率：ケルダール法による玄米皇乗含有率×5．95、DW
3）食味官能試験：＊：5％水準で有意差有り、＊＊：1％水準で有意差有り
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図1収量と晶井の関係
（H12，13本荘市、秋田農試）
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図3　籾数と登熟歩合の関係
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図5租鵜島の関係
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図6積算気温別の青米・胴割米の発生比率
と玄米外観品質の推移くH13秋田農拭）

※玄米外観品質二食糧事務所検査
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水稲奨励品種決定に関する参考成績書
はえぬき（平成13年3月秋田農試作物部）


